学習指導資料：「ネット社会の歩き方：レッスンキット」

「１４４．やってみよう！コンセンサスゲーム」

１．指導対象

　　小学校、中学校、高等学校
２．教科・科目

　　総合的な学習の時間、総合的な探究の時間、ホームルーム、道徳、情報
３．指導意図

　この動画コンテンツは、他の動画コンテンツとは異なり、教員（もしくは研修講師等）が授業や研修会で提示して利用することを想定している。動画の通りに進めれば、考える時間や話し合う時間、発表時間だけの管理だけで、誰でもが運用することができる。
　普段から子どもたちは学級会などの活動での「多数決」や、ネット上で「多数に見える意見」に接している。名目上は「少数意見を尊重」とされながらも意見が対立すると単純多数で意見を集約してしまう傾向にある。自らの意見を持たずに決める多数決などあるわけも無く、誤った同調圧力に慣れてしまう危険性もある。そこで、自らの意見を持ち、他人の意見に耳を傾けつつ自分の意見も根拠を持って主張し、合意を形成する活動を行うために本コンテンツを用意した。時には特異な意見や明らかな誤解がある意見であっても、その意見が出てきた根拠を聞きつつ、認め合いながら合意に導く経験を体験することを目的としている。

　ネットで見かけた背景情報の無い第一報で断言せず、著名なインフルエンサー、友人だからと情報を妄信せず、常に批判的な思考（クリティカルシンキング）でよく吟味して答えを探す習慣を身に付ける一助となることを期待したい。

　ネット社会の歩き方で冊子教材として配布されている「やってみよう！コンセンサスゲーム」には、ここで取り上げた以外の題材もあるので、ぜひ授業や研修等に活かしてもらいたい。
４．指導目標

①自分の考えには根拠を持つことが必要であることを知る。
②異なる意見を否定せず意見の出てきた背景を知ろうとする。
③単純多数によらない同意活動を体験し重要性を知る。
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	(1) 導入　テーマの紹介
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(2) 展開　学習ユニットの使用

　学習ユニットを全員で視聴する。
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１．まず一人で考える（自分の主張すべき意見を持つ）
　一時停止・各自がワークシート記入
　時間終了後、班（グループ）で集まる
　動画を再開
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２．グループで話し合って意見をまとめる（合意形成）
　一時停止・班（グループ）ごとに意見交換及び合意を形成する
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まとめ・振り返り
	　コンセンサスゲームとは何かの紹介と学習の流れが説明されるので、動画を視聴してから行う活動の３つのステップを意識させる。
　シチュエーション（背景）の説明に続いて逐次、登場人物の説明と行動が提示される。発言が聞き取れない・即時理解ができない場合は一時停止もしくは少し戻って再提示する（可能な限り教師・講師による余分な解説はしないこと）。
　「理由は、他の人に説明できるように考えてください」というナレーションのあとで動画を一時停止して、５分程度をめやすとして各自で順位と理由をワークシートに記入する（やってみよう！コンセンサスゲームのPDFを印刷して配布してもよい）。
　班（グループ）でまとまる指示を行う。２人～４人程度が理想（全体人数とグループ発表の時間による）。
　動画再生を再開し、「考えがまとまったら、グループ内で順番に説明してください」のナレーションのあとで動画を一時停止して、１０～１５分程度をめやすとして各自の順位と理由を班（グループ）内で説明する。

・自分の意見を根拠（理由）を持って説明する。
・一通り互いに聞き終わったら、班（グループ）の意見として順位と理由をまとめる。
・ワークシートを適時利用する。
「最後に、各グループの結論（けつろん）を順番に発表してください」というナレーションのあとで動画を一時停止して、各班（グループ）２分程度をめやすとして順位と理由を発表する。時間が許せば話し合いの中で出てきた少数意見や変更した経緯なども話させる。
　各班（グループ）が発表したさらなる意見も含めて、多様な意見として今後の自分が考えるときの根拠として役に立てる（「自分の成長に活かして、深い学びにつなげてください」というナレーション）ことを説明知る。
　話し合いで大事なポイントを学習し、適時ワークシートに記入する。
　班（グループ）発表での話し方を確認する（時間があればグループ発表前に見せてもよい）。
　ワークシートに記入する。


６．発展学習にあたって
・自分で考える（主体的）

・合意を形成する（対話的で）

　という２つの活動を行うことで、考えの違いを認識し、３つの大切なことを知る

・自分の意見を持つことの大切さ

・根拠を持って説明することの大切さ

・聴くこと取り入れることの大切さ

　そして、対話の結果を自分の成長に活かす（深い学び）
７．指導資料

(1) やってみよう！コンセンサスゲーム
全ページ版
　https://www.japet.or.jp/net-walk/booklet/file/2024/consensus_game.pdf
１．気持ちと言葉の間に犯人がいる！
https://www.japet.or.jp/net-walk/booklet/file/2024/consensus_game_chapter1.pdf
２．悪いことにも順位がある（本コンテンツ）

https://www.japet.or.jp/net-walk/booklet/file/2024/consensus_game_chapter2.pdf
３．無事に下山しよう！
https://www.japet.or.jp/net-walk/booklet/file/2024/consensus_game_chapter3.pdf
４．災害を生き抜け！ 
https://www.japet.or.jp/net-walk/booklet/file/2024/consensus_game_chapter4.pdf
(2) その他著名なコンセンサスゲーム等
Survival on the Moon（月でのサバイバル）

https://www.nasa.gov/wp-content/uploads/2009/07/166504main_survival.pdf

Exploration: Then and Now - Survival! Lesson

https://www.nasa.gov/stem-content/exploration-then-and-now-survival-lesson/
避難所運営ゲーム（HUG）
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1003638/1043919/1030041.html
